
…
一

九
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
ド
イ
ツ
人
教
師
デ
ー
’
一
シ
シ
（
解
剖
学
）
の
持
参
し
た
骨
格
標
本

神
谷
敏
郎

二
、
日
本
温
泉
史
資
料
供
覧
中
村
昭

十
月
例
会
昭
和
六
十
二
年
十
月
二
十
四
日
（
士
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一
、
仏
教
医
学
の
変
遷
杉
田
暉
道

二
、
㈲
古
代
ギ
リ
ャ
医
学
の
原
典
研
究

○
ビ
デ
オ
鑑
賞
大
槻
真
一
郎

曲
直
瀬
道
三
は
近
世
日
本
に
お
け
る
伝
統
医
学
の
礎
を
築
い
た
人
物
と
し

て
高
く
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
跡
は
、
玄
朔
（
今
大
路
家
）
・
正
純
（
亨
徳
院

家
）
・
正
琳
（
養
安
院
家
）
の
三
大
家
系
に
分
岐
し
、
い
ず
れ
も
地
位
と
名

声
あ
る
子
孫
を
輩
出
し
て
幕
末
に
至
っ
た
。
曲
直
瀬
の
学
統
は
こ
の
三
大
家

系
を
主
軸
に
江
戸
時
代
全
期
を
通
じ
て
権
勢
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

今
大
路
家
な
ら
び
に
亨
徳
院
家
に
つ
い
て
は
累
代
の
墓
碑
が
碑
認
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
関
す
る
報
告
も
す
で
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
養
安
院
家
に
関
し

て
は
、
従
来
書
誌
学
関
係
に
お
い
て
善
本
を
多
数
収
蔵
し
た
こ
と
か
ら
若
干

の
知
名
は
あ
る
も
の
の
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
を
翠
な
い
。

演
者
は
こ
の
た
び
、
養
安
院
玄
理
以
下
が
葬
ら
れ
た
と
い
う
東
京
麻
布
の

天
真
寺
を
調
査
し
た
結
果
、
種
々
の
資
料
を
得
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
事

実
も
判
明
し
た
。
養
安
院
家
は
江
戸
初
期
よ
り
幕
末
に
至
る
ま
で
歴
代
に
わ

た
り
法
印
・
法
眼
を
輩
出
し
た
名
家
で
、
そ
の
足
跡
は
日
本
近
世
医
学
史
上

再
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る
・
よ
っ
て
こ
こ
に
報
告
に
及
ん
だ
。

一
麻
布
天
真
寺
に
残
る
墓
碑
と
過
去
帳

天
真
寺
は
禅
宗
（
臨
済
宗
大
徳
寺
派
）
京
都
紫
野
大
徳
寺
末
で
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
豊
島
郡
江
戸
麻
布
村
の
現
在
地
（
東
京
都
港
区
南
麻
布
三

丁
目
一
番
十
五
号
）
に
創
建
さ
れ
た
。

|荷｜

|重｜
{勢

曲
直
瀬
養
安
院
の
人
々

Ｉ
麻
布
天
真
寺
に
遺
存
す
る
資
料
ほ
か
か
ら
Ｉ

小
曽
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洋
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